
年・年度 項目 日本 三重県 海外 

2015 人口構造 

・県の総人口は2005年の186.7万人をﾋﾟｰｸに激減し、2015年に 
 は182.1万人に 
・県の高齢化率は27.8%に 
・総世帯数がﾋﾟｰｸに(70.9万世帯）、また生産年齢人口ﾋﾟｰｸは 
 95年(124万人)で、2015年には108万人に 

社会・経済 

・第25回全国高等学校産業教育フェア開催 
・ミラノ国際博覧会開催（「三重の食文化」などをテーマに出展） 
・戦後70周年記念事業 
・JR名松線全面復旧(2016年3月予定） 

2016 経済 
・工場・ビル等の高圧部門で全数スマートメーター化 
・電力小売りの全面自由化 
 

・2016年ジュニア・サミットin三重開催 

・伊勢志摩サミット開催 
・国際地学オリンピック大会開催 
・伊勢志摩国立公園指定70周年 
・第70回全国お茶まつり三重大会開催 
・新名神高速道路（四日市ー新四日市）開通 
・東海環状自動車道（新四日市－東員）開通 

・ブラジル（ﾘｵﾃﾞｼﾞｬﾈｲﾛ）で第31回夏季オリンピック、第15回 
 パラリンピック開催 
・米国大統領選挙実施 
・中国でＧ20首脳会議開催 
・木星探査機「ジュノー」が木星に到着 社会 

・日本で主要国首脳会議（サミット）開催 
・マイナンバー（共通番号）制度施行 
・北海道新幹線（新青森～新函館北斗間）開業 

2017 経済 

・海外展開する企業は2013年度から１万社増 
・消費税率10％に引き上げ 
・6次産業の国内市場規模が3兆円に 
・都市ガス小売りの全面自由化 ・第27回全国菓子大博覧会 三重開催 

・三重県こども心身発達医療センター（仮称）開設 
・三重県動物愛護推進センター（仮称）開設 

・ＥＵで登録されるすべての軽量商用車を対象にＣＯ2排出量 
 規制を導入 
・米国、シェールガス対日輸出開始 

社会 
・厚生年金保険料率が18.3%、国民年金保険料が16,900 
 円/月に引き上げ 
・PS /ES細胞の臨床研究が多くの細胞で実施 

 
・中国共産党第19回党大会 
・国際的な水星探査プロジェクトで探査機を打ち上げ 

2018 経済 
・約100地区でバイオマス産業都市を構築 
・放送コンテンツの海外売上高が2014年の3倍に 
・コメの減反政策を廃止 

・新名神高速道路（新四日市－亀山西間）開通 
・東海環状自動車道（東員ー大安）開通 
・全国高等学校総合体育大会開催 

・ASEAN加盟10ヵ国の域内関税がゼロに 
・英国、宇宙観光旅行向けの商用宇宙港を開設 

社会 
・ロシアで第21回FIFAワールドカップ開催 
・韓国（平昌）で第23回冬季オリンピック開催 
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